
ー「認知症と権利擁護」ー

９月30日 13:00-16:30
2017年

会場：くらしき健康福祉プラザ（５階プラザホール） 倉敷市笹沖１８０番地

13：05～14：25 基調講演

演題「認知症になってもその人らしく暮らし続けるために」

講師 社会福祉法人全仁会 倉敷平成病院
認知症疾患医療センター長 涌谷 陽介 氏

第
一
部

14：35～16：25 パネルディスカッション

「いつまでも自分らしく暮らし続けるためには…」

パネリスト 真備家族介護者の会 会長 中本 昭彦 氏
介護支援専門員協会倉敷支部長 佐藤 健志 氏
倉敷市保健福祉局

参与（兼）健康福祉部長 吉田 昌司 氏
オブザーバー 社会福祉法人全仁会 倉敷平成病院

認知症疾患医療センター長 涌谷 陽介 氏
コーディネーター 吉備国際大学 保健医療福祉学部

教授 横山 奈緒枝 氏

第
二
部

社会福祉法人倉敷市社会福祉協議会 地域福祉課
倉敷市笹沖１８０ TEL：086-434-3301 FAX：086-434-3357
E-mail：tiikifukushi@kurashikisyakyo.or.jp

連絡先

定員：２８９名（定員になり次第締め切り）

（開場１２：３０から）

主催／社会福祉法人 倉敷市社会福祉協議会
共催／倉敷高齢者・障がい者権利擁護ネットワーク懇談会

土

参加費無料

参加対象者：どなたでも参加可能

申込：電話もしくはＦＡＸでお申込みください（ＦＡＸの場合は裏面参照）

認知症があっても自分らしく暮らしつづけられる支援の体制づくりをみんなで考えるフォーラムです。


